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地域の安全を守る



　
全
国
で
、
年
間
約
４
万
件
の
火

災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
半
数

以
上
を
建
物
火
災
が
占
め
て
い
ま

す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
９

割
に
上
り
、
う
ち
半
数
以
上
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
住
宅
火
災
で
か
け
が
え
の
な
い

命
が
失
わ
れ
、
特
に
、
多
く
の
高

齢
者
が
住
宅
火
災
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
火
気
だ
け
に
限
ら
ず

電
気
機
器
な
ど
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
日
々
の
住
宅
防
火

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

相
次
ぐ
住
宅
火
災

　
市
内
で
は
全
焼
し
た
住
宅
火
災

が
相
次
ぎ
発
生
し
、
死
者
や
負
傷

者
が
出
て
い
ま
す
。
原
因
に
つ
い

て
は
、
電
気
関
係
の
可
能
性
が
疑

わ
れ
ま
す
。

電
気
火
災
を
防
ご
う

　
電
気
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
お

い
て
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
社
会
の
隅
々
ま
で
深
く
浸
透
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
電
気
や

電
気
製
品
に
か
か
わ
る
火
災
が
数

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
の
主
な
原
因
は
、

使
用
者
の
維
持
管
理
不
適
や
取
り

扱
い
不
注
意
に
よ
る
も
の
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
差
し
込
み
プ
ラ
グ
（
プ
ラ
グ
）

や
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
っ
た
配
線
器

具
は
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
（
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
間
に
溜た

ま
っ
た
湿
っ
た
ほ
こ
り
で
発
火
す

る
現
象
）
や
コ
ン
セ
ン
ト
内
部
の

接
続
部
の
緩
み
に
よ
る
発
熱
な
ど
、

気
が
付
か
な
い
と
こ
ろ
で
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
使

火災に
注意！

□プラグを抜くときは、コード部分でな
　くプラグ本体を持つようにしましょう
□プラグは、コンセントと緩みがないか
　点検しましょう
□プラグにほこりが溜まっていないか点
　検しましょう
□コードが、家具などの下敷きになった
　り、押しつけなどにより傷ついていな
　いか注意しましょう
□コードを束ねたり、ねじれたままの状
　態で使用したりしないようにしましょう
□コンロの上方など、コードが加熱され
　るような場所での使用はやめましょう
□コンセントやコードには、使用できる
　電気量に制限があります。表示されて
　いる電気量を確認して使用しましょう
□タコ足配線していないか確認しましょう

用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
や
電
源

コ
ー
ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ
グ

な
ど
の
点
検
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
な
い

器
具
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
い
て
お
く
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
電
気
関
係
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
大
切
な
家
族
を
火
災
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、消
防
本
部
予

防
課
指
導
係（
☎
47
１
７
０
３
）へ
。

提供：大阪市消防局

　
桐
生
市
が
み
ど
り
市
に
申
し
入
れ
て
い
た
任
意
合
併
協
議
会
の

設
置
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
28
年
5
月
26
日
に
み
ど
り
市
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
「
桐
生
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
で

あ
り
、
現
時
点
で
の
任
意
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
市
長
に
就
任
以
来
、先
人
た
ち
が
桐
生
広
域
圏
と
し
て
育

ん
で
き
た
こ
の
地
域
が
、一
刻
も
早
く
一
つ
に
な
っ
て
将
来
に
備
え

る
こ
と
が
最
良
の
選
択
と
考
え
、こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
み
ど
り
市
と

の
合
併
を
目
指
し
、様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
、
新
市

建
設
研
究
会
の
研
究
成
果
報
告
書
な
ど
に
よ
り
桐
生
市
民
の
皆
様

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
み
ど
り
市
民
の
皆
様
に
も
現
状
に
お
い

て
提
供
で
き
得
る
限
り
の
判
断
材
料
を
示
し
、
現
状
や
将
来
に
つ

い
て
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
と
の
合
併
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
団
体
や

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
桐
生
市
民
の
「
豊
か
な
生
活
の
維
持
と
、
よ
り

住
み
や
す
い
環
境
の
創
出
」
を
唯
一
無
二
の
目
標
に
掲
げ
、
都
市

間
連
携
に
つ
い
て
も
「
桐
生
・
み
ど
り
地
域
」
と
い
う
こ
と
だ
け

に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
桐
生
市
民
の
生
活
を
最
優
先
に
考
え
る

中
、
柔
軟
な
姿
勢
で
将
来
に
向
け
た
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
、
桐
生
な
ら
で
は
の
地
方
創
生
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

桐
生
市
長

桐
生
市
・
み
ど
り
市
の
合
併
に
向
け
た

任
意
合
併
協
議
会
設
置
申
し
入
れ
に

対
す
る
回
答
と
今
後
の
桐
生
市
の
方

針
等
に
つ
い
て

配線器具を取り扱う場合の注意点
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６
月
８
日
、「
第
86
回
全
国

市
長
会
議
」に
出
席
し
ま
し
た
。

国
に
対
す
る
様
々
な
意
見
具
申

を
取
り
ま
と
め
、
ま
た
、
熊
本

地
震
へ
の
対
応
な
ど
緊
急
事
項

を
決
議
し
ま
し
た
。
自
治
体
が

強
い
意
思
を
も
っ
て
課
題
解
決

に
あ
た
る
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、桐
生
市
で
は
、「
桐
生

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
桐
生

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
本
格
的

に
地
方
創
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

人
口
の
現
状
や
将
来
推
計
な
ど

を
分
析
し
て
、目
指
す
べ
き
方

向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、総

合
戦
略
で
は
、基
本
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
事
業
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
と
〝
オ
ー
ル
桐
生
〟

で
、桐
生
な
ら
で
は
の
地
方
創

生
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
御
支

援
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
・
初
級
事
務
・

初
級
土
木
・
初
級
建
築

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
役
所

職
種
と
試
験
内
容

▼
社
会
福
祉
＝
大
学
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、専
門
試
験
、適
性
検
査

▼
初
級
事
務
＝
高
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、
適
性
検
査

▼
初
級
土
木
・
初
級
建
築
＝
高
校

卒
業
程
度
の
教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
検
査

対
象

▼
社
会
福
祉
＝
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
次
の
条
件
に
該

当
す
る
人

①
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
登
録
を

し
て
い
る
人
又
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
登
録
見
込
み
の
人
（
平
成

29
年
１
月
実
施
予
定
の
国
家
試
験

で
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
）

②
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を

修
了
し
た
人
又
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
修
了
見
込
み
の
人

▼
初
級
事
務
・
初
級
土
木
・
初
級

建
築
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
及

び
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
７

月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公
民
館
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り

ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
11
月
上
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第

３
次
試
験
は
11
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

係
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

初
級
消
防

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
消
防
本
部

試
験
区
分
＝
初
級
消
防

試
験
内
容
＝
高
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
作
文
、
体
力
試
験

対
象
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見

込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
若
干
人

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
消
防

本
部
３
階
の
総
務
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
７

月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
桐
生
消
防
署
、

桐
生
み
ど
り
消
防
署
、
各
消
防
分

署
、
各
公
民
館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第
３

次
試
験
は
11
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係
（
☎
47
１
７
０
１
）

へ
。幼

稚
園
教
員

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
役
所

試
験
区
分
＝
幼
稚
園
教
諭
Ａ
、
幼

稚
園
教
諭
Ｂ

試
験
内
容
＝
短
大
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
専
門
試
験
（
幼
稚
園
教

育
に
関
す
る
も
の
）
、
ピ
ア
ノ
実

技
試
験
（
課
題
曲
の
弾
き
歌
い
）
、

楽
器
演
奏
（
自
由
曲
）

対
象

▼「
幼
稚
園
教
諭
Ａ
」＝
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、幼
稚

園
教
諭
の
免
許
及
び
保
育
士
資
格

を
有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
人

▼「
幼
稚
園
教
諭
Ｂ
」＝
昭
和
46
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、平
成
18
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
幼
稚
園
の
教
員
又
は

非
常
勤
講
師
と
し
て
通
算
60
か
月

以
上
勤
務
し
た
経
験
を
有
す
る
人

採
用
予
定
人
数
＝
２
人
程
度

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
に
、

市
役
所
４
階
の
学
校
教
育
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
７
月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公
民
館
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り

ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
下
旬

の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

教
職
員
係
（
☎
内
線
６
４
８
）
へ
。

桐
生
市
職
員 

採
用
試
験

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用

申
し
込
み
は
７
月
13
日
（
水
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
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集
団
回
収
の
登
録
団
体
を

募
集
し
ま
す

団体の年間総回収量 奨励金単価
（１ｋｇ当たり）

10トン未満 4.5 円

10トン以上 30トン未満 5.0 円

30トン以上 50トン未満 6.0 円

50トン以上100トン未満 7.0 円

100 トン以上 8.0 円

　
集
団
回
収
は
、
市
へ
事
前
登
録

を
し
た
子
供
会
、
自
治
会
、
老
人

会
な
ど
の
団
体
が
紙
類
な
ど
の
再

生
資
源
を
回
収
し
て
、
資
源
回
収

業
者
へ
売
り
払
う
こ
と
で
、
市
が

回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に

　
集
団
回
収
は
、
市
民
参
加
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
活
動

に
よ
り
得
た
、
売
り
払
い
金
や
奨

励
金
を
団
体
の
活
動
費
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
や
集
ま
り
な

ど
で
団
体
を
構
成
し
、
集
団
回
収

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

奨
励
金

　
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る
再
生
資
源

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
紙
類
、
金

属
類
、
ア
ル
ミ
類
、
空
き
び
ん
類
、

繊
維
類
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

登
録
条
件

　
子
供
会
や
自
治
会
な
ど
、
構
成

員
が
10
人
以
上
所
属
し
て
い
る
団

体
で
、
集
団
回
収
を
年
間
４
回
程

度
、
実
施
で
き
る
団
体

登
録
方
法

　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書

　新宿三丁目、琴平町を回収場所として、育
成会の会員や町会の役員を中心とした約30
人で活動しています。
　新三琴平育成会会長の籾山さんは、集団回
収について「子供と保護者が一緒に集団回収
することで、地域にどんな子供がいるか分か
るし、地域の子供同士、学年を超えて知り合
える良い機会です」と話していました。
　この団体では、年４回、紙類（新聞、段ボ
ール、雑誌、雑がみ）、アルミ缶、スチール
缶などの回収をしています。回収日などの周
知は、回覧板や、回収日当日、交通指導に合
わせて広報車により地域内を巡回してお知ら
せをしています。
　集団回収日には、地域内を数ブロックに分
け、子供と保護者が一緒に地域内の各玄関先
に出された再生資源を回収して回ります。
　集団回収で得られた奨励金については、育
成会の運営費などに充てられ、地域の活動に
活用しています。

子供と保護者が協力して集団回収

新三琴平育成会

と
振
込
先
と
な
る
預
貯
金
通
帳
の

写
し
な
ど
を
市
役
所
２
階
の
環
境

課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
、
環
境
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
の
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
ご
み

減
量
係
（
☎
内
線
４
５
３
）
へ
。

回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

広報きりゅう平成28年７月号 4

児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が

変
わ
り
ま
す

　
８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
第
２
子
お
よ
び
第
３
子
以
降
の

加
算
額
を
左
表
の
と
お
り
増
額
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
子
の
手
当
額
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
は
第
２
子

子供 2 人目の
加算額

子供 3 人目以降
の加算額（１人
につき）

現行 定額 5,000 円 定額 3,000 円

８月
から

5,000 円～
10,000 円
（所得に応じて
決定されます）

3,000 円～
6,000 円
（所得に応じて決
定されます）

　医師が認めた不妊治療費の一
部を助成します。
対象＝医療保険に加入し、申請
日に市税の滞納がなく、１年以
上、市内に居住する夫婦
治療期間＝平成29年３月31日
（金）
助成額＝保険診療一部負担金と
保険適用外医療費の２分の１。
ただし、「群馬県不妊に悩む方
への特定治療支援事業」に該当
する場合は、対象医療費総額か
ら県の助成額を差し引いた額の
２分の１で、10万を上限とし、
同じ年度内に１回、通算５回ま
でです。
申し込み＝健康づくり課に申請
書を提出してください。申請用
紙は、健康づくり課に有ります。
　問い合わせは、健康づくり課
（☎47‐1152）、新里保健セン
ター（☎74‐5550）、黒保根保
健センター（☎96‐2266）へ。

不妊治療費
一部助成します

夏
休
み
中
に
予
防
接
種
を

　
ま
だ
予
防
接
種
し
て
い
な
い

人
は
早
目
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
と
予
防
接
種
種
類

▼
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
＝
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）

▼
小
学
校
６
年
生
＝
二
種
混
合

▼
高
校
３
年
生
相
当
＝
日
本
脳

炎
（
２
期
）

　
対
象
者
に
は
通
知
と
予
診
票

を
配
布
済
み
で
す
。
予
診
票
を

紛
失
し
た
人
や
転
入
し
た
人
に

は
、
健
康
づ
く
り
課
又
は
各
保

健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳

を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く

り
課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
「
免
除
」
又
は
「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
を
確
保
　

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部

免
除
）
申
請

　
本
人
・
配
偶
者･

世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
全
額
又
は
一
部
免
除
に
な

り
ま
す
。

納
付
猶
予
申
請

　
こ
れ
ま
で
30
歳
未
満
の
若
年
者

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
7
月
か
ら
平
成
37
年
6
月

末
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
、
対

象
者
が
50
歳
未
満
（
学
生
除
く
）

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
人
・
配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
は
追
納
さ
れ
な
い

と
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
お

り
、
継
続
申
請
を
希
望
さ
れ
て
い

る
人
は
不
要
で
す
。

所
得
の
申
告
は

お
忘
れ
な
く

　
こ
れ
ら
の
申
請
の
審
査
は
前
年

所
得
を
基
準
と
し
ま
す
の
で
、
毎

年
所
得
の
申
告
は
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年
金

係
（
☎
内
線
２
７
３
）
又
は
桐
生

年
金
事
務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
御
相
談
く
だ
さ
い

児童扶養手当加算額

以
降
の
加
算
額
に
つ
い
て
も
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
、
物
の
価

格
の
上
が
り
下
が
り
を
表
し
た

「
全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
に
合

わ
せ
て
、
支
給
額
を
変
え
る
仕
組

み
で
す
。
な
お
、
今
回
の
変
更
に

伴
う
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援

課
家
庭
児
童
相
談
係
（
☎
内
線

２
５
０
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
手
当
を
充
実
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様
々
な
出
し
物
が
、
沿
道
の
人
達

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

ダ
ン
ス
八
木
節

　
新
川
公
園
で
行
い
ま
す
。
自
由

に
考
え
、
創
作
し
た
曲
や
踊
り

で
、「
新
し
い
八
木
節
」
を
披
露
し
、

競
い
合
い
ま
す
。

八
木
節
子
ど
も
大
会

　　
桐
生
市
と
近
隣
地
域
な
ど
か
ら

参
加
す
る
子
供
八
木
節
チ
ー
ム
が
、

お
囃は
や
し子
、
音
頭
、
踊
り
の
そ
れ
ぞ

に
お
い
て
大
人
顔
負
け
の
八
木
節

を
披
露
し
ま
す
。
真
剣
な
眼
差
し

で
演
じ
る
子
供
は
、
見
る
人
を
引

き
付
け
ま
す
。

み
こ
し
渡
御

　
桐
生
祇
園
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

す
。
３
５
０
余
年
の
歴
史
を
持
つ

桐
生
祇
園
祭
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
本
町
の
各
町
会
、
横
山
町
の

町
会
ご
と
に
、
揃そ
ろ

い
の
法
被
を
着

た
粋
な
み
こ
し
の
担
ぎ
手
達
が
勇

ま
し
い
か
け
声
と
共
に
、
本
町
通

り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

全
日
本
八
木
節
歴
代
優
勝
者

共
演
大
会

※
今
年
初
め
て
、
会
場
を
錦
町
に

移
し
、「
桐
生
八
木
節
お
ど
り
共

演
大
会
」と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
毎
年
、
優
勝
を
目
指
し
て
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
全
日
本
八
木
節
競
演
大
会
の
歴

代
優
勝
者
が
自
慢
の
喉
を
披
露
す

る
、
夢
の
共
演
大
会
で
す
。

桐
生
八
木
節
お
ど
り

共
演
大
会

　
錦
町
商
店
街
内
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
す
。
一
流
の
お
囃
子
や
歴
代

優
勝
者
の
音
頭
に
乗
っ
て
、
華
や

か
な
八
木
節
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

開
催
し
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
御

参
加
く
だ
さ
い
。

織
都
桐
生
千
三
百
年

桐
生
織
物
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

市
（
桐
生
織
物
産
地
謝
恩

セ
ー
ル
）　

　
桐
生
産
地
が
生
み
出
す
繊
維
製

品
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
多
く
の

人
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
繊
維
製
品
を
格
安
の
謝
恩
価

格
で
提
供
し
ま
す
。

Ｋキ
リ

ュ

ウ

Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
　
Ｏオ
ブＦ

　

　
Ｔ
ザＨ
Ｅ
　
Ｄデ
ッ

ド

Ｅ
Ａ
Ｄ

　
今
年
初
の
試
み
と
な
る
、
有
鄰

館
を
舞
台
と
し
た
お
化
け
屋
敷
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
パ
レ
ー
ド

　
本
町
三
丁
目
交
差
点
か
ら
出
発

し
、
本
町
通
り
を
錦
町
十
字
路
ま

で
進
む
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。
仮

装
、
八
木
節
、
事
業
の
宣
伝
、
み

こ
し
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

全
日
本
八
木
節
競
演
大
会

　
八
木
節
日
本
一
を
目
指
し
て
、

本
町
五
丁
目
ワ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ

（
本
町
通
り
足
利
銀
行
前
特
設
会

場
）
で
行
い
ま
す
。
熱
の
こ
も
っ

た
正
調
八
木
節
の
迫
力
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り

　
子
供
が
手
作
り
の
み
こ
し
を
力

合
わ
せ
て
担
ぎ
、
コ
ロ
ン
バ
ス
通

り
や
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
ま

す
。
ゴ
ー
ル
地
点
の
新
川
公
園
で

は
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

第 53 回

桐生八木節まつり
８月５日（金）～７日（日）

　
　まつり期間中は、楽
しいイベントが各所で
行われます。また、長
い歴史を持つ荘厳な桐
生祇
ぎおんまつり

園祭の祭礼行事も
行われます。迫力ある
みこし渡

とぎょ

御などを、是
非、御覧ください。
　問い合わせは、観光
交流課観光・物産係
（☎内線566）へ。

協
賛
金
に
御
協
力
を

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協

賛
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

協
賛
金
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
交

流
課
観
光
・
物
産
係
（
☎
内

線
５
６
６
）
へ
。
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期日 行事名 会場・順路など 時間
８月５日
（金）

まつり装飾 まつり会場内 15：00～

全日本八木節競演大会
予選会 文化会館小ホール 10：30～
決戦大会 本町五ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～ 21：30

子どもみこしまつり
キッズフェスティバル 新川公園 13：30～ 18：00
みこしパレード 新川公園～市内各所～新川公園 15：15～ 17：00

八木節おどり

本町二丁目本二宏
こうりゅうおお
龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～ 21：45

本町五丁目粋
すいしょうおお
翔大やぐら（ガスプラザ前） 19：00～ 21：45

本町六丁目（メモリード前） 19：00～ 21：45
末広町（メガドン・キホーテ前） 19：00～ 21：45
錦町（錦町商店街内） 19：00～ 21：45

8 月 6日
（土）

まつり装飾 まつり会場内 終日
織都桐生千三百年　桐生織物メチャクチャ市 文化会館スカイホール・第1会議研修室 10：00～ 13：00
KIRYU　OF　THE　DEAD 有鄰館 12：00～ 19：00
八木節子ども大会 末広町（メガドン・キホーテ前） 16：00～ 21：30

八木節おどり

末広町（メガドン・キホーテ前） 12：30～ 15：30
本町二丁目本二宏龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～ 21：45
本町五ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～ 21：30
本町五丁目粋翔大やぐら（ガスプラザ前） 18：30～ 21：45
本町六丁目（メモリード前） 19：00～ 21：45

8 月 7日
（日）

まつり装飾 まつり会場内 終日
ジャンボパレード 本町三丁目～錦町十字路 13：00出発
ダンス八木節 新川公園 15：00～ 21：30
全日本八木節歴代優勝者共演大会 錦町（錦町商店街内） 19：00～ 21：45
桐生八木節おどり共演大会 錦町（錦町商店街内） 19：00～ 21：45

八木節おどり

末広町（メガドン・キホーテ前） 14：00～ 17：00
本町二丁目本二宏龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～ 21：45
本町五ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～ 21：30
本町五丁目粋翔大やぐら（ガスプラザ前） 19：00～ 21：45
本町六丁目（メモリード前） 19：00～ 21：45
末広町（メガドン・キホーテ前） 19：00～ 21：45

※時間や内容などは、変更になる場合があります。

第 53 回 桐生八木節まつり

開催日程

宵の出御ダンス八木節

桐生祇園祭

期日 行事名 会場・順路など 時間

８月４日（木） みこし宵
よい

の出
しゅつぎょ

御 美和神社～本町一丁目 20：00～

８月６日（土） みこし渡
と ぎ ょ

御 本町（天王町＝本町一丁目）12：00～ 16：40

８月７日（日） みこし還
かんぎょ

御 本町一丁目～美和神社 11：20～ 13：20

※天候などにより、時間や内容は変更になる場合があります。

全日本八木節歴代優勝者共演大会

7 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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渡
良
瀬
川

桐生
大橋

錦
桜
橋

中
通
り
大
橋

桐生商業高校

市民文
化会館

旧昭和小

市役所

（錦町十字路）

南小

コロンバス通り

上電西桐生駅

東小

中
通
り

有鄰館

本
町
通
り

天満宮

北小

西小

西公民館分館
（旧西中）
山手通り

新川
公園

▼
まつり事務局

Ｊ
Ｒ
桐
生
駅

▼

警備本部 ▼
救護本部

▲

（錦町一丁目）▲

（本町四丁目）▲

（本町三丁目）▲

桐生第一高校

青年
の家

樹徳
高校

Ｐ

末広町通り

★

★

★

★

★

★まつり事務局（☎ 43 ｰ 6908）
ＪＲ桐生駅構内市民活動推進センターゆい内

警備本部（☎ 43 ｰ 6909）
桐生ガスプラザ駐車場内

救護本部（☎ 43 ｰ 0800）
桐生ガスプラザ駐車場内

★＝やぐら

Ｐ　＝桐生市観光バス
　　駐車場
　　（大型・中型バス専用）
事前予約が必要です
　問い合わせは、観
光交流課観光・物産
係（☎内線 566）へ。

Ｐ＝臨時駐車場
利用時間
午前 11時～午後 10 時 30 分
※学校は教職員用駐車場を御利用
ください。

交通規制
歩行者用道路
下の期間は歩行者専用道路になります。

８月５日（金）　15：00～ 22：00
８月６日（土）　12：00～ 22：00
８月７日（日）　12：00～ 22：00
　　　８月５日（金）　15：00～　※
※は子どもみこしパレード終了までで、終
了予定は18：00です。

車両通行可能な交差点
まつり期間中も車両通行が可能です。
ただし、錦町一丁目交差点は８月５
日（金）15：00から子どもみこしパ
レード終了までは車両通行ができま
せん。

おりひめバスうかい運行
　８月４日（木）から８月７日（日）まで、全路線が巴町二丁目、桐生駅
西側の高架下を通るコースにうかい運行します。梅田線、新桐生駅～
桐生女子高線、菱線については、中通りにもうかい運行します。
　また、中通り及び錦町十字路交差点付近にも臨時バス停を設置し
ますので、御利用ください。なお、まつり期間中は、交通渋滞により、
バスの運行に遅れが発生する場合がありますので、御注意ください。
　問い合わせは、広域調整室広域調整係（☎内線387）又は桐生朝日
自動車株式会社（☎54‐2420）へ

臨時列車

西桐生 （発） 22:22
丸山下 （〃） 22:24
富士山下 （〃） 22:25
天王宿 （〃） 22:29
桐生球場前 （〃） 22:31
赤城 （〃） 22:35
東新川 （〃） 22:37
新川 （〃） 22:39
新里 （〃） 22:43
膳 （〃） 22:45
粕川 （着） 22:47

上毛電鉄 西桐生駅→粕川駅
桐生 （発） 15：46 18：29 19：30 20：20 20：57 21：54 22：35
下新田 （〃） 15：50 18：32 19：34 20：23 21：00 21：57 22：39
相老 （〃） 15：55 18：36 19：40 20：27 21：04 22：01 22：42
運動公園 （〃） 15：57 18：38 19：42 20：29 21：06 22：03 22：44
大間々 （着） 16：02 18：43 19：47 20：34 21：11 22：08 22：49

わたらせ渓谷鐵道（下り・上り） 桐生駅→大間々駅

大間々 （発） 15：17 18：02 18：53 19：53 20：39 21：21 22：13
運動公園 （〃） 15：21 18：06 18：57 19：58 20：43 21：25 22：17
相老 （〃） 15：34 18：12 19：06 20：04 20：46 21：32 22：20
下新田 （〃） 15：36 18：14 19：08 20：07 20：48 21：34 22：22
桐生 （着） 15：39 18：18 19：12 20：10 20：52 21：37 22：26

大間々駅→桐生駅

まつり期間中の連絡案内所

案内図

第 53 回 桐生八木節まつり

８月５日（金）～７日（日）

広報きりゅう平成28年7月号 8

桐
生
厚
生
総
合
病
院

平
成
28
年
度
　
職
員
採
用
試
験

の
場
合
は
７
月
29
日
（
金
）
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
申
込
用
紙
は
７
月
１
日
（
金
）

か
ら
桐
生
厚
生
総
合
病
院
総
務
課

で
配
布
す
る
ほ
か
、
同
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

病
院
見
学
を
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
桐
生

厚
生
総
合
病
院
２
階
の
総
務
課

（
☎
44
７
１
６
３
）
又
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
☎
44
７
１
５

４
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
厚
生

総
合
病
院
総
務
課
人
事
係
（
☎

44
７
１
６
３
）
へ
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数

▼
理
学
療
法
士
＝
若
干
人

▼
歯
科
衛
生
士
＝
１
人
程
度

受
験
資
格

年
齢
要
件
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

資
格
要
件
＝
当
該
職
種
の
資
格

（
免
許
）
を
持
つ
人

試
験
期
日
・
内
容
＝
面
接
試
験
な

ど
を
８
月
中
に
予
定

申
し
込
み
＝
７
月
29
日
（
金
）
ま

で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
に
直
接
又
は
郵
送
で
桐
生
厚
生

総
合
病
院
２
階
の
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送

　市内の企業に多額の発注をして、市の
産業振興に貢献した企業に対して、感謝
状を贈呈しています。
　対象は、市外の企業で、次のいずれか
に該当する企業です。
①市内の１企業に対する年間発注額が
5 , 000万円以上で、その企業の年間受
注額の50パーセント以上を占める企業
②市内の１企業への年間発注額が合計
１億円以上の企業

貢献企業の決定及び贈呈式

　感謝状を贈呈する企業は、市内の企業
からの推薦に基づいて８月中に審査し、
決定します。44回目となる今年の贈呈
式は、10月14日（金）に行う予定です。
　貢献企業の推薦は、７月31日（日）
までに、所定の推薦用紙に必要事項を記
入し、直接又は郵送で産業政策課（市
役所３階、〒376 ‐ 8501桐生市役所）、
又は新里・黒保根支所地域振興整備課に
提出してください。推薦用紙は産業政策
課のほか、市ホームページに有ります。
　問い合わせは、産業政策課工業労政係
（☎内線564）へ。

産業振興貢献企業
御推薦ください

　
桐
生
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

川
内
町
一
丁
目
の
宅
地
２
区
画
を

先
着
順
で
随
時
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所
・
面
積
・
販
売
価
格

③
川
内
町
一
丁
目
31
‐
８

　
２
８
２
・
71
平
方
メ
ー
ト
ル

　
６
５
０
万
２
３
３
０
円

④
川
内
町
一
丁
目
31
‐
９

　
２
８
１
・
17
平
方
メ
ー
ト
ル

　
６
３
８
万
２
５
５
９
円

対
象
＝
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人
で
す
。

・
御
自
身
又
は
三
親
等
以
内
の
親

族
が
居
住
す
る
住
宅
を
、
購
入
後

３
年
以
内
に
建
築
し
、
生
活
の
本

拠
と
す
る
人

・
代
金
全
額
を
指
定
す
る
期
日
ま

で
に
支
払
い
で
き
る
人

　
な
お
、す
で
に
宅
地
を
所
有
し
て

い
る
人
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

購
入
者
に
対
す
る
支
援

　
こ
の
宅
地
に
関
し
て
は
、
次
の

住
宅
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

　
中
学
生
以
下
の
子
が
居
住
す
る

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
20
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

○
市
外
か
ら
の
転
入
者
支
援

　
市
外
か
ら
の
転
入
世
帯
に
対
し
、

15
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

○
建
設
奨
励
金

　
販
売
価
格
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
相

当
を
建
設
奨
励
金
と
し
て
支
給
し

ま
す
。
こ
の
奨
励
金
の
該
当
に
な

る
人
は
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

す
る
人
で
す
。

・
売
買
契
約
締
結
の
日
か
ら
３
年

以
内
に
住
宅
を
建
築
す
る
人

・
群
馬
県
産
又
は
桐
生
市
産
の
木

材
を
構
造
材
（
土
台
・
柱
・
梁
）

と
し
て
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用

し
た
住
宅
を
建
築
す
る
人

・
市
内
の
建
築
業
者
（
工
務
店
）

に
請
け
負
わ
せ
、
市
内
の
材
木
店

か
ら
構
造
材
を
取
得
し
て
住
宅
を

建
築
す
る
人

申
し
込
み
＝
桐
生
市
土
地
開
発
公

社（
市
役
所
５
階
、都
市
計
画
課
内
）

へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
と
案
内
書
は
、
同
公

社
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
市
土
地

開
発
公
社
（
☎
内
線
７
８
４
）
へ
。

住
宅
取
得
応
援
事
業

補
助
金
も
活
用
で
き
ま
す

　
こ
の
宅
地
を
購
入
し
、
住
宅
を

建
築
す
る
際
に
は
、
住
宅
取
得
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
桐
生
市

住
宅
取
得
応
援
事
業
補
助
金
」
も

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
は
平
成
29
年
３
月

31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

補
助
金
額
＝
基
本
補
助
（
最
大

50
万
円
）
に
加
算
補
助
条
件
を
あ

わ
せ
て
最
大
２
０
０
万
円

　
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課

住
宅
係
（
☎
内
線
６
３
２
・
６
３

３
）
へ
。

川
内
町
一
丁
目
宅
地

残
り
２
区
画
を
先
着
順
で
販
売

平
成
28
年
９
月
１
日
以
降
平
成
28
年
度
中
に
採
用

③④

販売
済み

販売
済み

販売
済み

販売
済み

みどり市
大間々町

市街地

川内町一丁目
　 交差点

9 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111



　
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
に

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、医
療
保
険
課
保
険
税
係（
☎
内
線
２
７
４
・

２
７
５
）へ
。

　口座振替は、納め忘れの心
配や、納期ごとに納めに行く
必要がなくなるなど、便利で
確実な納付方法です。
　手続きは、通帳、届け出印、
納入通知書を持参して、金融
機関で行ってください。
　また、後期高齢者医療保険
料の納付を特別徴収から口座
振替に変更する場合は、金融
機関で手続きを済ませた上で

「 口座振替依頼書 」の本人控
えを持って市役所１階の医療
保険課又は新里・黒保根支所
市民生活課にお越しください。

国民健康保険・後期高齢者医療・ 福祉医療助成からのお知らせ
　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
は
、

国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財

源
で
す
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な

ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
国
保
税
と
、
国
・
県
な

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

ど
か
ら
の
負
担
金
、
市
か
ら
の
繰

入
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
保
税
の
税
率

　
平
成
28
年
度
の
国
保
税
の
税
率

と
課
税
限
度
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
医
療
分
の
所
得

割
の
税
率
を
８
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
７
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

下
げ
、
同
じ
く
医
療
分
の
均
等
割

を
１
４
０
０
円
減
額
し
ま
し
た
。

●
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
の
納
付
に
御
協
力

く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
後
、

国
保
の
離
脱
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
人
の
分
も

含
め
て
国
保
税
の
計
算
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
速
や
か
に
国
保
の
離
脱

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法
は
い
ろ
い
ろ

　
国
保
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
納
付
で

き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
納
付

方
法
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

医療分 支援分 介護分
所得割 7.6％ 2.2％ 2.0％
均等割   25,000 円    7,600 円    9,000 円
平等割 21,000 円 7,200 円 6,200 円
限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円

●所得割 ＝ 加入者全員の前年の所得額をもとに算出
●均等割 ＝ 加入者１人当たりの額×加入者数 
●平等割 ＝ １世帯当たりの額
●限度額 ＝ １世帯にかかる課税限度額（最高額）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書

●
保
険
料
率

　
保
険
料
率
と
限
度
額
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。
保
険
料
率
・
限

度
額
と
も
平
成
27
年
度
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
普
通
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い
人
）

　
7
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
特
別
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
人
）

　
7
月
下
旬
に
特
別
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

納付には便利な
口座振替の御利用を

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

通
知
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

平成 28 年度国保税の税率と限度額

所得割 8.6％

均等割 43,600 円

限度額
（最高額）570,000 円

平成 28 年度後期高
齢者医療保険料の保
険料率と限度額

はがき
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国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
に
は
、
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者

証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一
緒
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
、
郵
送
す
る
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

７
月
31
日
で
す
。
た
だ
し
、
８
月

国民健康保険・後期高齢者医療・ 福祉医療助成からのお知らせ
高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
な
ど
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
現
在
、
使
っ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
対
象
と

な
る
人
に
は
、
新
し
い
も
の
を
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
間
が
切

れ
た
も
の
は
、
８
月
以
降
に
医
療
保
険
課
又
は
新
里
・
黒
保
根

支
所
に
返
却
す
る
か
、
裁
断
し
て
か
ら
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
課
国
保
係
（
☎
内
線

２
５
４
・
２
５
５
）
へ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
課
医
療
助
成
係
（
☎
内
線
２
５
７
・
２
７

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。１

日
か
ら
平
成
29
年
７
月
31
日
ま

で
に
75
歳
を
迎
え
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　交通事故をはじめ、第三者
の行為によるけがの治療費は、
過失に応じて加害者が負担す
ることが原則です。一時的に
被保険者証(国保・後期)や福
祉医療費受給者証を使う場合
は、事前に市役所１階の医療
保険課に届け出てください。
　被保険者証や受給者証を使
った分の治療費は、後で加害
者から返還してもらうことに
なります。
　問い合わせは、医療保険課
国保係（☎内線255）・医療助
成係（☎内線257）へ。

交通事故による治療
の際には届け出を

高
齢
受
給
者
証

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証

高
齢
受
給
者
・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者

　
75
歳
以
上
の
人
と
65
歳
以
上
の

一
定
の
障
害
が
あ
る
人
に
は
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
８
日

（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

　
現
在
有
効
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
28
年
度
も
引

き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
な

る
人
に
は
、
新
し
い
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
に

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
又
は
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
負
担
割
合

が
３
割
負
担
の
人
で
、
前
年
の
収

入
が
一
定
の
基
準
よ
り
少
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
２
割
負
担
又

は
１
割
負
担
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
「
基
準
収

入
額
適
用
申
請
書
」
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
提
示
さ
れ
た
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
各
担
当
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
年
の
収
入
状
況
で

自
己
負
担
額
が
減
額
に

本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
の
際
に
は
、
全
員
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
、
全
員
の
医
療
保
険

の
被
保
険
者
証
、
印
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は

更
新
の
御
案
内
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
7
月
11
日
（
月
）
～
22
日

（
金
）
※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
※
医
療
助
成
係
の
み
午
後

７
時
ま
で

場
所
＝
市
役
所
1
階
の
医
療
保
険

課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

医
療
助
成
係
（
☎
内
線
２
６
０
・

２
７
２
）
へ
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
「
福
祉
医

療
費
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、

7
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
医
療

費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
更
新
の
御
案
内

を
7
月
7
日
（
木
）
に
発
送
し
ま

す
。

　
更
新
の
手
続
き
は
、
母
又
は
父

母
子
・
父
子
家
庭

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

７
月
11
日（
月
）か
ら
22
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
を

11 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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　介護保険とは「老後の安心をみんなで支える」という仕組みで、
40歳以上の人が介護保険料を納めます。40歳から64歳までは医
療保険の一部として納め、65歳からは原則として年金からの天引
きとなりますが、条件により年金から天引きされない人は、納付書
での納付となります。
決定通知書・納付通知書を発送します
　65歳以上で、特別徴収（介護保険料が年金から天引きされる）
の人には、７月下旬に「介護保険料決定通知書」を郵送します。ま
た、普通徴収（介護保険料が年金から天引きされない）の人には、
７月中旬に「介護保険料納付通知書」を郵送しますので、納期限ま
での納付に御協力ください。
納付方法
　普通徴収の人の納期は７月から翌年２月までの８回です。市役所
１階の長寿支援課、新里・黒保根支所、境野・広沢・梅田・相生・
川内・菱公民館、市が指定する金融機関のいずれかで納付してくだ
さい。
　また、納付に便利な口座振替も利用できます。希望する人は、納
付通知書に同封されている申込用紙に必要事項を記入し、通帳と届
出印を持参の上、金融機関で手続きをしてください。
　なお、何らかの理由により、納付手続きが難しい場合、訪問徴収
員がお伺いすることもできます。
　特別な事情がなく、保険料の滞納が続く場合、利用者負担が３割
になるなどの措置がとられますので、御注意ください。
　問い合わせは、長寿支援課介護管理給付係（☎内線390～393）へ。

特別徴収の人には、「介護保険料決定通
知書」（見本①）を郵送します。

普通徴収の人には、「介護保険料納付通
知書」（見本②）を郵送します。

　
介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
の
食
費
・
居
住
費
は
、

利
用
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

は
、
施
設
入
所
・
短
期
入
所
時
に

お
け
る
自
己
負
担
額
が
負
担
限
度

額
ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
施
設
入
所
な
ど
で
世
帯
分
離
を

し
て
い
る
配
偶
者
や
内
縁
関
係
の

人
が
い
る
場
合
、
そ
の
人
も
市
民

税
非
課
税
　

③
本
人
及
び
配
偶
者
（
内
縁
関
係

の
者
を
含
む
）
が
所
有
す
る
預
貯

金
な
ど
の
資
産
の
合
計
金
額
が
、

配
偶
者
が
い
る
人
は
２
０
０
０
万

円
以
下
、
配
偶
者
が
い
な
い
人
は

１
０
０
０
万
円
以
下

　
対
象
と
な
る
人
に
は
「
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
預

貯
金
な
ど
の
資
産
が
分
か
る
物

（
通
帳
や
有
価
証
券
な
ど
）
の
写

し
、
印
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
又
は
通
知
カ
ー
ド
及
び
本
人
確

認
書
類
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
市

役
所
１
階
の
長
寿
支
援
課
又
は
新

里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に

伴
い
、
今
年
８
月
か
ら
、
負
担
段

階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
額
と
し

て
、
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金

収
入
額
の
合
計
額
の
他
に
、
非
課

税
年
金
収
入
額
も
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
を
軽
減
し
ま
す

　
す
で
に
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、

７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の
で
、

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
の
方
法

　
該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
上
旬

に
申
請
用
紙
・
資
産
関
係
を
調
査

す
る
同
意
書
を
郵
送
し
ま
す
。
軽

減
と
な
る
要
件
を
御
確
認
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
該
当
す
る
人
は
必

要
書
類
を
持
参
の
上
、
長
寿
支
援

課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
８
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
手
続

き
を
す
る
と
、
８
月
１
日
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援

課
介
護
管
理
給
付
係
（
☎
内
線

３
９
１
）
へ
。

認
定
書
を
お
持
ち
の
人
は

更
新
の
手
続
き
を

平成 28年度　介護保険料が決定しました
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
の

交
付
場
所
が
変
わ
り
ま
す

　
桐
生
地
区
に
住
所
の
あ
る
人
は
、

こ
れ
ま
で
市
役
所
２
階
の
臨
時
窓

口
で
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
７

月
か
ら
市
役
所
１
階
市
民
課
で
交

付
し
ま
す
。

　
新
里
地
区
、
黒
保
根
地
区
の
人

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
新
里
支
所
、

黒
保
根
支
所
で
交
付
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申

請
を
し
た
人
か
ら
順
次
、
市
か
ら

交
付
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人
は
、

所
定
の
交
付
場
所
の
窓
口
へ
左
の

「
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
」
を
御

用
意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
本

人
確
認
の
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
、
交
付
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
市
で
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
」
を
御

用
意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
回
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
人
の
み
、
回
収
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

・
本
人
確
認
書
類（
表
１
の
と
お
り
）

　
交
付
の
際
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
用
の
暗
証
番
号
の
設
定
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
暗
証
番
号

（
表
２
）
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
さ
れ
て
、
１
か
月
以
上
過

ぎ
て
も
交
付
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
市
民
課
住
民
係
（
☎
内

線
２
４
５
・
２
４
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のうちから 1点 住民基本台帳カード（写真付きに限る）、運転免許証、
運転経歴証明書（交付年月日が平成 24 年 4月 1日以
降のものに限る）、旅券、身体障害者手帳、精神障害者
保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証
明書、一時庇護許可書、仮滞在許可書

上記をお持ちでない
人は、次の中から２
点以上

健康保険証、年金手帳、年金証書、社員証、学生証、
学校名が記載された各種書類、住所欄の記載のある預
金通帳、医療受給者証など

・署名用電子証明書 英数字 6文字以上 16 文字以下で設定できます。
英字は大文字のＡからＺまで、数字は 0から 9ま
でが利用でき、いずれも 1つ以上必要です。

・利用者用電子証明書
・住民基本台帳
・券面事項入力補助用

数字 4桁（同じ暗証番号を設定することもできま
す）

　4月19日から受け付けている高
齢者向け給付金（年金生活者等支
援臨時福祉給付金）の申請受け付
けは、7月29日（金）まで（当日
消印有効）です。
　申請が済んでない人は、早目に
申請をお願いします。申請期限ま
でに申請が間に合わなかった場合
は、災害などやむを得ない場合を
除き給付金は支給できませんので、
御注意ください。
　問い合わせは、長寿支援課臨時
福祉給付金専用ダイヤル（☎22-
3351）へ。

高齢者向け給付金
申請は７月29日（金）まで

９月４日（日）開催

プロ野球イースタン・リーグ公式戦

北海道日本ハムファイターズ

埼玉西武ライオンズ
対

20
日
（
水
）
～
９
月
３
日
（
土
）

※
当
日
券
９
月
４
日
（
日
）

入
場
券
の
販
売

前
売
券
＝
内
野
席
大
人
１
３
０
０

円
、小
人
８
０
０
円
、外
野
席
大
人

８
０
０
円
、小
人
５
０
０
円

当
日
券
＝
内
野
席
大
人
１
６
０
０

円
、小
人
１
０
０
０
円
、外
野
席
大

人
１
０
０
０
円
、小
人
７
０
０
円

※
小
人
は
高
校
生
以
下
（
未
就
学

児
は
無
料
）

販
売
場
所
＝
市
役
所
４
階
の
ス
ポ
ー

ツ
体
育
課
、新
里
公
民
館
、黒
保
根

公
民
館（
土
、日
、祝
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）、市

民
体
育
館（
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）、市
民
文
化
会
館（
８

月
15
日
及
び
各
火
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
）

※
当
日
券
は
、桐
生
球
場
で
の
み

販
売
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体

育
課
（
☎
内
線
６
５
８
）
へ
。

期
日
＝
９
月
４
日
（
日
）

時
間
＝
午
後
１
時
試
合
開
始

場
所
＝
桐
生
球
場

入
場
券
販
売
期
間
＝
前
売
券
７
月

表１＝本人確認書類

表２＝暗証番号

※カードの交付は本人のみです。入院など、やむを得ない理由により、本人が受
　け取ることができない場合は、事前に市民課住民係にお問い合わせください。
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情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
無いものは無料、申込方法
の記載が無いものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前8時30分～午
後5時15分
休業日＝土、日、祝日、
振替休日、年末年始
※市役所の住民基本台帳・戸
籍業務と税証明交付コーナー
は午後６時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝ 7月 3日・17日、
8月7日
時間＝午前9時～午後4時
▶新里・黒保根支所、境
野・広沢・梅田・相生・川
内・菱公民館
期日＝７月３日、８月７日
時間＝午前9時～午後4時
※７月３日、８月７日は、
マイナンバーカード（個人
番号）を指定した交付場所
で午後３時30分まで交付し
ます。

市政に対する御意見を
お寄せください
　投書箱（市役所１階、両支
所）、郵送、ファクシミリ（43
‐1001）又は市ホームペー
ジからお寄せいただけます。
問い合わせ＝情報政策課（☎
内線505）

お
知
ら
せ

　「
市
民
の
声
」ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
御
協
力
く
だ
さ
い

　
20
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無

作
為
に
選
ん
だ
２
０
０
０
人
を
対

象
に
、「
市
民
の
声
」ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
届
い
た
人

は
回
答
を
記
入
の
上
、
７
月
31
日

（
日
）ま
で
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
情
報
政
策
課（
☎

内
線
５
０
５
）

　
桐
生
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
７
月
９
日（
土
）は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
桐
生
水
泳
協

会
に
よ
る
模
範
泳
法
と
相
生
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
７
月
９
日（
土
）
～
８
月

28
日（
日
）※
原
則
は
休
場
日
無
し
。

天
候
に
よ
り
臨
時
休
場
の
場
合
有

り
。

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

料
金
＝
大
人
３
８
０
円
、
高
校
生

１
４
０
円
、
中
学
生
以
下
70
円

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
プ
ー
ル（
☎

53
８
８
３
０
）※
７
月
８
日（
金
）

ま
で
は
市
民
体
育
館（
☎
52
２
３

６
２
）

　
お
ひ
さ
ま
会

　（
認
知
症
家
族
交
流
会
）

期
日
＝
７
月
12
日（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菱

風
園
内
会
議
室

対
象
＝
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
、
近
隣
援
助
者
な
ど

申
し
込
み
＝
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
菱
風
園（
☎
32
３
３

２
１
）へ
。

　
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

　
市
民
古
本
市

　
10
月
16
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　
本
の
寄
付
募
集
は
広
報
き
り
ゅ

う
９
月
号
で
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
は

10
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
豊
か
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

販
売
期
間
＝
７
月
６
日（
水
）
～

29
日（
金
）

抽
せ
ん
日
＝
８
月
９
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
＝
公
益
財
団
法
人
群

馬
県
市
町
村
振
興
協
会（
☎
０
２

７
‐
２
９
０
‐
１
３
５
０
）

　
医
療
的
ケ
ア
支
援
事
業
の

　
実
施
に
つ
い
て

　
導
尿
や
経
管
栄
養
、
痰
の
吸
引

な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
未

就
学
児
が
通
う
保
育
園
、
幼
稚
園

な
ど
に
訪
問
看
護
師
を
派
遣
し
、

医
療
的
ケ
ア
の
支
援
を
行
う
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
と
な
る
施
設
や
医
療
ケ
ア

の
種
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
ど
も
発
達
相
談

室（
☎
43
２
０
０
０
）

　
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
運
動
期
間
は
７
月
11
日（
月
）か

ら
20
日（
水
）ま
で
で
す
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
安
全
は
　
小
さ
な
注
意

の
　
積
み
重
ね
」で
す
。

　
運
動
の
重
点
は「
①
子
供
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車

と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
③
飲

酒
運
転
の
根
絶
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課（
☎

内
線
４
６
５
）

　
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　
運
動
期
間
は
７
月
15
日（
金
）か

ら
８
月
31
日（
水
）ま
で
で
す
。
今

年
の
推
進
目
標
は「『
お
ぜ
の
か
み

さ
ま
県
民
運
動
』を
推
進
し
、
地

域
と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

考
え
よ
う
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

３
９
９
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
７
月
28
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
８
月
４
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
の

　
図
書
館
の
開
館
時
間
変
更

　
図
書
館
と
新
里
図
書
館
で
は
、

桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
は
午

後
５
時
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
図
書
館
の
新

聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
は
休
憩
所
と

な
る
た
め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
＝
８
月
５
日（
金
）
～
７
日

（
日
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

会
桐
生
市
支
会（
桐
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
、
☎
46
４
１
６
５
）

　
傍
聴
で
き
ま
す

　
教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
７
月
26
日（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
受
け
付

け
は
、
当
日
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
１
時
45
分
ま
で
教
育
委
員
会
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　
平
成
27
年
度
の
状
況

▼
情
報
公
開
制
度

　
昨
年
度
は
１
５
３
件
の
公
開
請

求
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
文
書
が
存

在
し
な
か
っ
た
な
ど
の
46
件
を
除

き
１
０
７
件
を
公
開
し
ま
し
た
。

▼
個
人
情
報
保
護
制
度

　
昨
年
度
ま
で
に
個
人
情
報
に
関

わ
る
事
務
を
４
８
４
件
登
録
し
、

昨
年
度
の
開
示
請
求
は
45
件
で
し

た
。

問
い
合
わ
せ
＝
情
報
政
策
課（
☎

内
線
５
０
７
）

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
強
調
月
間

　
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
市
民
一
人
一
人
が
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催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

　
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー

　
屋
上
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
向
け
の

無
料
プ
ー
ル
で
す
。

期
間
＝
７
月
９
日（
土
）
～
８
月

31
日（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
＝
境
野
水
処
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
44
６
１
８
４
）

　
共
同
募
金
の
配
分
申
請
を

　
受
け
付
け
ま
す

　
市
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
営
む

団
体
が
平
成
29
年
度
に
実
施
す
る

事
業
を
対
象
に
共
同
募
金
の
配
分

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
＝
８
月
12
日（
金
）ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
又
は
郵
送
で
桐
生
市
社

会
福
祉
協
議
会（
〒
３
７
６
‐
０

０
０
６
新
宿
三
丁
目
３
‐
19
）へ
。

申
込
用
紙
は
桐
生
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
有
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
共
同
募
金

で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
づ
く
り
に

参
加
し
、「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
・
安
心
な
社
会
」を
築
い
て

行
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　
期
間
中
は「
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
」を
副
題
と
し
て
掲
げ
、

啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
様
々

な
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

御
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
５
）

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

　
全
国
強
調
月
間

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
。

　
非
行
や
事
故
、
犯
罪
か
ら
子
供

を
守
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行

防
止
・
環
境
浄
化
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　
住
宅
地
周
辺
で
の

　
除
草
剤
使
用
に
御
注
意
を
！

　
雑
草
が
生
い
茂
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
住
宅
地
や
そ
の
周
辺
の
空
地
な

ど
で
は
、
除
草
剤
の
飛
散
に
よ
る

健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
で
き
る

だ
け
除
草
剤
の
使
用
を
控
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場
合
は
、

飛
散
防
止
の
た
め
次
の
事
項
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
使
用
方

法
や
注
意
事
項
を
遵
守
す
る
。

▼
風
の
強
い
日
は
使
用
し
な
い
。

▼
屋
外
に
人
の
い
な
い
早
朝
に
実

施
す
る
。

▼
事
前
に
近
隣
住
民
な
ど
に
十
分

周
知
す
る
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課（
☎

内
線
５
６
７
）

募
集

　
動
物
愛
護
に
関
す
る

　
標
語
募
集

　
桐
生
が
岡
動
物
園
の
利
用
者
を

対
象
に
、
動
物
愛
護
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
動
物
愛
護
を
啓
発
す

る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
＝
７
月
31
日（
日
）ま
で

（
必
着
）に
、
動
物
園
内
に
有
る
応

寄
付
金
（
敬
称
略
）

▼
匿
名
／
５
万
円
▼
㈱
野
村
建
設

工
業
／
１
０
０
万
円
▼
匿
名
／

１
０
０
０
円
▼
吉
田
和
義
／
50
万

円
▼
第
12
区
サ
ン
フ
レ
ン
ズ
／

６
万
１
２
０
０
円

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

▼
匿
名
／
２
万
円
▼
田
村
照
雄
／

５
万
円

物
品
（
敬
称
略
）

▼
㈱
山
田
製
作
所
／
集
会
用
テ
ン

ト
17
張
り
▼
小
西
久
子
／
色
見
本

１
冊
、
柄
見
本
３
冊

御
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

募
用
紙
に
記
入
し
、
応
募
箱
へ
。

は
が
き
で
応
募
す
る
場
合
は
①
住

所
・
氏
名
・
年
齢
②
職
業
又
は
学

校
名
・
学
年
③
連
絡
先
電
話
番
号

を
記
入
し
、桐
生
が
岡
動
物
園（
〒

３
７
６
‐
０
０
５
６
宮
本
町
三
丁

目
８
‐
13
）へ
。
※
は
が
き
１
通

で
の
応
募
は
１
作
品
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　
子
ど
も
一
日
図
書
館
員
募
集

　
図
書
館
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
本
の
貸
出
や
返
却
な
ど

の
業
務
を
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
27
日（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
図
書
館

対
象
＝
小
学
校
４
年
生
～
６
年
生

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
７
日（
木
）か
ら

19
日（
火
）ま
で
に
、
直
接
又
は
電

話
で
図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。

講
座
・
講
演

３
月
30
日
～
５
月
10
日
受
け
入
れ

３
月
25
日
～
５
月
23
日
受
け
入
れ

４
月
８
日
～
5
月
24
日
受
け
入
れ



　
桐
生
の
一
押
し
商
品
の

　
募
集
に
つ
い
て

　
桐
生
市
の
特
色
あ
る
商
品
を
積

極
的
に
情
報
発
信
し
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
促
進
す
る
た
め
の
事

業
で
あ
る「
桐
生
の
一
押
し
商
品

認
定
事
業
」の
認
定
期
間
が
今
年

度
末
で
終
了
と
な
る
た
め
、
平
成

29
年
度
か
ら
３
年
間
の
認
定
商
品

の
募
集
を
し
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
一
押
し

商
品
の
カ
タ
ロ
グ
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
積
極
的
に
宣
伝
し
ま

す
。

　
認
定
に
つ
い
て
は
、
認
定
審
査

会
に
よ
り
、
認
定
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
認
定
さ
れ

た
場
合
は
、
本
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
認
定
商
品
に
認
定
マ
ー
ク

の
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
の
事
業
者
が
生
産
・

加
工
又
は
開
発
し
た
商
品
の
内
、

１
年
以
上
販
売
実
績
が
あ
る
も
の

※
１
事
業
者
１
品
目
ま
で
。

申
し
込
み
＝
８
月
１
日（
月
）ま
で

に
、
直
接
観
光
交
流
課（
☎
内
線

３
６
６
）へ
。
申
込
用
紙
は
観
光

交
流
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有

り
ま
す
。

　講
座
・
講
演

　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　
会
場
は
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
☎
54
２
１
０
１
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
桐
生
商
業
高
校
の
高
校
生
を
講

師
に
迎
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ

を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
８
月
４
日（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者

費
用
＝
２
０
０
円

申
込
締
切
＝
７
月
27
日（
水
）

▼
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座（
ビ
ジ
ネ

ス
資
料
作
成
）

期
間
＝
８
月
22
日
か
ら
９
月
29
日

ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日

時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
15
分

費
用
＝
３
１
８
０
円

申
込
締
切
＝
８
月
５
日（
金
）

▼
建
築
Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ
講
座（
基
礎
・
実

践
編
）

期
間
＝
８
月
23
日
か
ら
10
月
25
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

費
用
＝
３
９
８
０
円

申
込
締
切
＝
８
月
５
日（
金
）

　
群
馬
県
立
女
子
大
学
出
前
講
座

　「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
英
語
」

　
県
立
女
子
大
学
の
教
授
を
講
師

に
、
オ
バ
マ
大
統
領
な
ど
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
を
読
み
な

が
ら
そ
の
時
代
背
景
な
ど
を
学
び

ま
す
。

期
日
＝
７
月
27
日（
水
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
＝
昭
和
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
と
桐

生
市
国
際
交
流
協
会
会
員
※
高
校

生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
７
日（
木
）か
ら
、

電
話
で
桐
生
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
内
線
５
３
７
）へ
。
協
会
員
は

７
月
６
日（
水
）か
ら
10
人
ま
で
先

行
受
け
付
け
。
一
度
の
申
し
込
み

は
２
人
ま
で
。

　
自
然
観
察
の
森
行
事

　
①
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　
②
、
③
、
④
の
申
し
込
み
は
７

月
７
日（
木
）か
ら
、
電
話
で
自
然

観
察
の
森（
☎
65
６
９
０
１
）へ
。

※
７
月
13
日（
水
）は
臨
時
休
園
。

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
歩
く
の

に
適
し
た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

①
早
起
き
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
７
月
10
日（
日
）

時
間
＝
午
前
５
時
30
分
～
７
時

場
所
＝
観
察
の
森
駐
車
場

②
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
観
察
会

　
ホ
タ
ル
の
生
態
の
解
説
と
観
察

を
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
15
日（
金
）・
16
日

（
土
）・
17
日（
日
）

時
間
＝
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
＝
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
各
日
と
も
１
０
０
人

（
先
着
順
）※
中
学
生
以
下
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要

③
夏
休
み
こ
ど
も
自
然
教
室

募
集
人
数
＝
各
日
と
も
学
年
ご
と

30
人（
先
着
順
）

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
小
学
校
１
・
２
年
生

期
日
＝
７
月
25
日（
月
）・27
日（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
小
学
校
３
・
４
年
生

期
日
＝
７
月
21
日（
木
）・22
日（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

▼
小
学
校
５
年
生

期
日
＝
７
月
28
日（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
小
学
校
６
年
生

期
日
＝
７
月
29
日（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

④
親
子
夏
の
虫
観
察
会

　
夏
の
昆
虫
を
親
子
で
採
集
し
な

が
ら
観
察
し
ま
す
。  

期
日
＝
７
月
24
日（
日
）・31
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
各
日
と
も
30
人（
先

着
順
）

　「桐生市高齢者介護サ
ポーター」事業は、65
歳以上の高齢者の皆さ
んに市内の特別養護老
人ホーム及びグループ
ホームでの支援活動を
通して、生きがいを感
じながら元気に暮らし
ていただくことを目的
としています。
　また、活動時間に応じて換金可能なポ
イントが与えられます。60 歳以上 65 歳
未満の人も活動に参加できますが、ポイ
ントは換金できません。公営施設の入場
券などの特典と交換になります。
　活動内容は施設での高齢者の話し相手、
洗濯物の片付け、お茶出し、行事の手伝
いなどです。
　なお、支援活動を始める前に、半日程
度の研修を受講していただきます。
申し込み＝健康保険証や運転免許証など
生年月日を確認できるものを持参の上、
直接桐生市社会福祉協議会（総合福祉セ
ンター、☎ 46 ‐ 4165）へ。
問い合わせ＝長寿支援課（☎内線 587）

募集しています
高齢者介護サポーター

活動を記録する
ポイント手帳
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　「
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
」

期
日
＝
８
月
９
日（
火
）・10
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生
と
未
就
学
児（
３
年
生

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

募
集
人
数
＝
各
日
と
も
20
人（
先

着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
12
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
3
）へ
。

　
中
央
公
民
館
ア
ロ
マ
講
座

　「
ア
ロ
マ
で
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り
」

期
日
＝
７
月
27
日（
水
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・

通
学
す
る
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
５
０
０
円

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
3
）へ
。

　
中
央
公
民
館
夏
休
み
ア
ー
ト
講
座

　「
指
で
描
く
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
」

　
紙
の
上
で
パ
ス
テ
ル
粉
を
指
で

伸
ば
し
な
が
ら
絵
を
描
き
ま
す
。

期
日
＝
８
月
４
日（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生
と
未
就
学
児（
３
年
生

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

※
親
子
で
の
参
加
も
可
能

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
４
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
12
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
3
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　
小
学
生
「
鉄
棒
・
マ
ッ
ト
・

　
跳
び
箱
」
教
室

　
器
械
運
動（
鉄
棒
、
マ
ッ
ト
、

跳
び
箱
）の
基
本
的
な
動
き
や
技

能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
22
日（
金
）・
27
日

（
水
）、
８
月
２
日（
火
）・
３
日

（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
ユ
ー
ユ
ー
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で（
保
護
者
の
承
諾
と
送
迎
が
必

要
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
室
内
運
動
靴

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
金
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室

　
陸
上
競
技
を
楽
し
み
短
距
離
走

に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
19
日（
金
）・
22
日

（
月
）・
23
日（
火
）※
予
備
日
８
月

26
日（
金
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
Ａ
・
Ｂ

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生（
保
護
者
の
承
諾
と
送

迎
が
必
要
）

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴

申
し
込
み
＝
７
月
15
日（
金
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

期
日
＝
８
月
22
日（
月
）・23
日（
火
）

時
間
＝
午
後
４
時
～
５
時
30
分

場
所
＝
桐
生
ス
タ
ー
レ
ー
ン

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生
と
そ
の
保
護
者（
小
学

生
の
み
の
参
加
も
可
能
）

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
大
人
１
０
０
０
円
、
小
学

生
７
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
し
込
み
＝
７
月
12
日（
火
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　
小
学
生
初
心
者
水
泳
教
室

　
水
泳
が
苦
手
な
小
学
生
に
無
理

な
く
安
全
に
楽
し
く
プ
ー
ル
に
慣

れ
る
こ
と
を
指
導
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
26
日（
火
）・
27
日

（
水
）、
８
月
２
日（
火
）・
３
日

（
水
）・
４
日（
木
）※
予
備
日
８
月

９
日（
火
）・
10
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
市
民
プ
ー
ル

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
水
泳
の
苦
手
な
小
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で（
保
護
者
の
承

諾
と
送
迎
が
必
要
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
０
円

持
ち
物
＝
水
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ

オ
ル

申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
月
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　
小
学
生
軟
式
野
球
教
室

　
軟
式
野
球
を
楽
し
む
た
め
に
必

要
な
知
識
及
び
技
術
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
22
日（
金
）・
25
日

（
月
）・
29
日（
金
）、
８
月
１
日

（
月
）・
８
日（
月
）※
予
備
日
８

月
９
日（
火
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
球
場

対
象
＝
野
球
チ
ー
ム
に
無
所
属
の

市
内
に
居
住
又
は
通
学
す
る
小
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で（
保

護
者
の
承
諾
と
送
迎
が
必
要
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴
、
野

球
帽
子
、
グ
ロ
ー
ブ

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
金
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

第78回企画展「ひげ仙人の宝箱」

みどり市通信

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。

みどり市の夏まつり
みどり市通信

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。

●大間々祇
ぎ お ん

園まつり
　山

だ し

車巡行や神
じ ん ば

馬などの伝統行事が行われます。
期間＝８月１日（月）～３日（水）
場所＝大間々町本町通り
●第39回草木湖まつり
　ダム直下の打ち上げ花火は迫力満点です。
期日＝８月15日（月）
場所＝東運動公園
●第23回笠懸まつり
　氷みこしやバイクみこしが
会場内を練り歩きます。
期日＝８月27日（土）
場所＝笠懸グラウンド
問い合わせ＝みどり市観光課
（☎76‐1270）
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募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

氷みこし



広
告

場
所
＝
サ
ル
山

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

▼
み
ん
な
で
創
っ
て
楽
し
む
七
夕

飾
り

　
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
や
七
夕

飾
り
を
竹
に
飾
り
ま
す
。
団
体
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

期
間
＝
７
月
21
日（
木
）
～
８
月

７
日（
日
）

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地（
☎
22
７
５
８
０
）

　
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
７
月
２
日
・
16
日
、
８
月

６
日
・
20
日
、
９
月
３
日
の
各
土

曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　
怖
い
お
は
な
し
会

　
ち
ょ
っ
と
怖
い
お
話
や
、
不
思

議
な
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
30
日（
土
）

時
間
＝
①
午
後
１
時
～
１
時
45
分

②
午
後
１
時
55
分
～
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
階
４
０
３

号
室

対
象
＝
未
就
学
児
以
上（
②
は
大

人
向
け
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）

　
７
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
７
月
９
日（
土
）・
10
日

（
日
）・
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
３
階

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　
桐
生
が
岡
動
物
園

　『
ひ
ん
や
り
水
族
館
』

　
普
段
は
明
る
い
水
族
館
の
照
明

を
水
槽
だ
け
に
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
16
日（
土
）か
ら
８
月

28
日（
日
）ま
で
※
飼
育
動
物
の
健

康
管
理
や
飼
育
設
備
の
維
持
管
理

の
都
合
上
、
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
桐
生
が
岡
動
物
園
水
族
館

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　
七
夕
イ
ベ
ン
ト

▼
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
七
夕
イ
ベ
ン
ト

　
来
園
者
が
竹
に
リ
ン
ゴ
な
ど
の

果
物
を
飾
り
つ
け
た
七
夕
飾
り
を

サ
ル
山
に
設
置
し
ま
す
。

　
飼
育
員
に
よ
る
キ
ー
パ
ー
ズ
ト

ー
ク
も
行
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
７
日（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

学
す
る
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

持
ち
物
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト（
持
っ
て
い
る
人
）、
タ
オ
ル
、

運
動
着
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物

申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
月
）か
ら
、

直
接
又
は
電
話
で
青
年
の
家（
☎

47
２
１
８
６
）へ
。

催
し

　
桐
生
が
岡
遊
園
地
イ
ベ
ン
ト

▼
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！

　
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
て

透
明
の
板
に
絵
を
描
き
ま
す
。

期
日
＝
７
月
31
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
正
午
②
午

後
１
時
～
３
時

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事

務
所
前
※
雨
天
中
止

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
３
０
０
円

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
桐
生
が
岡
遊
園
地（
☎
22

７
５
８
０
）で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
音
楽
ラ
イ
ヴ
公
演

　
ザ
・
ウ
ド
ニ
ー
ズ
に
よ
る
ラ
イ

ブ
公
演
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
24
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
30
分
か
ら

場
所
＝
中
央
広
場
※
雨
天
中
止

　
初
心
者
ラ
グ
ビ
ー
教
室

期
日
＝
８
月
10
日（
水
）・
12
日

（
金
）・
17
日（
水
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
球
場
Ａ
・
Ｂ

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生（
保
護
者
の
承
諾
と
送

迎
が
必
要
）

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
13
日（
水
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　
青
年
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
」

期
日
＝
８
月
23
日（
火
）・30
日（
火
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・
通

学
す
る
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
運
動
着
、
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
月
）か
ら
、

直
接
又
は
電
話
で
青
年
の
家（
☎

47
２
１
８
６
）へ
。

　
青
年
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

期
日
＝
８
月
２
日（
火
）・９
日（
火
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・
通
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広
告

場
所
＝
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
司
法
書
士
会

桐
生
支
部（
☎
73
６
７
７
６
）

▼
大
川
美
術
館
特
別
企
画
展

　「
美
術
の
な
か
の
植
物
た
ち
～

息
づ
く
形
、
輝
く
色
～
」と
題
し

た
企
画
展
で
す
。

期
間
＝
９
月
25
日（
日
）ま
で

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

費
用
＝
入
館
料（
一
般
１
０
０
０

円
、高
校・大
学
生
６
０
０
円
、小・

中
学
生
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館（
☎

46
３
３
０
０
）

▼
平
成
28
年
度
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ

ッ
ジ
地
域
の
学
校
開
放
講
座

　「
世
界
で
一
つ
だ
け
！
型
染
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
」

を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
21
日（
木
）・22
日（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
桐
生
工
業
高
校

対
象
＝
小
学
校
５
年
生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
７
日（
木
）か
ら

14
日（
木
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

の
間
に
、
往
復
は
が
き
裏
面
に
①

住
所
・
氏
名
②
性
別
③
学
校
名
・

学
年
④
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入

し
、
桐
生
工
業
高
校
染
織
デ
ザ
イ

ン
科「
地
域
の
学
校
開
放
講
座
」

（
〒
３
７
６
‐
０
０
５
４
西
久
方

町
一
丁
目
１
‐
41
）へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
工
業
高
校

（
☎
22
７
１
４
１
）

７
５
８
０
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
22
７

５
９
０
）へ
。

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
在

宅
で
で
き
る
仕
事
の
説
明
会
」

期
日
＝
7
月
19
日（
火
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

」

（
本
町
五
丁
目
東
武
本
町
ビ
ル
）

申
し
込
み
＝
７
月
18
日（
祝
）ま

で
に
、
電
子
メ
ー
ル（w

ork@
kids-valley.org

）で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ（
☎
46
７
４
８

６
）へ
。

▼
県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談
会

期
日
＝
８
月
３
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

電
話
又
は
直
接
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

　
こ
じ
ま
あ
き
ら
先
生
の

　
体
験
★
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ
ク

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
島
昭
研
究
所
理
事
長

小
島
昭
さ
ん
に
よ
る
科
学
体
験
教

室
で
す
。

期
日
＝
８
月
３
日（
水
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
食
堂

対
象
＝
小
学
生
以
下
※
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴

募
集
人
数
＝
各
回
と
も
40
人（
先

着
順
）

費
用
＝
２
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
金
）か
ら
、

電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
①
こ

じ
ま
あ
き
ら
先
生
の
体
験
★
サ
イ

エ
ン
ス
マ
ジ
ッ
ク
申
し
込
み
②
氏

名
③
年
齢
④
住
所
⑤
電
話
番
号
を

記
入
）で
桐
生
が
岡
遊
園
地（
☎
22

　
夏
休
み
カ
ブ
ト
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト

期
日
＝
７
月
23
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
45
分
※
雨
天
の

場
合
は
翌
日

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事

務
所
前

対
象
＝
小
学
生
以
下

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）

　
夏
の
天
体
観
察
会

　
夏
の
星
空
を
望
遠
鏡
な
ど
で
観

察
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
16
日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
30
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
天
体
観
測
室

と
屋
上（
天
候
が
悪
い
と
き
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
天
文
教
室
を

行
い
ま
す
）

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
12
日（
火
）か
ら
、

募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し
催
し

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

四鉄道合同ハイキング
7月1日（金）～12月31日（土）

　市内に乗り入れ
る４つの鉄道の関
係機関が連携して
公共交通の利用促
進やまちなか観光
の推進、観光資源・
物産のＰＲ、新た
な観光商品の開発
を目的に、平成 22 年から開催して
います。
　今回は、平成 27 年４月に認定さ
れた日本遺産「かかあ天下－ぐんま
の絹物語－」の構成資産を中心に巡
るコースです。また、同時にスタン
プラリーも実施し、スタンプの数に
より景品を抽せんでプレゼントしま
す。スタンプラリー台紙付きコース
マップは観光交流課、両支所、スター
ト受付場所などに有ります。
スタート受付場所＝ＪＲ桐生駅構内
桐生観光物産館わたらせ、西桐生駅、
東武鉄道新桐生駅構内売店ほほえみ
プレゼント応募締切＝平成 29 年１
月 20日（金）
問い合わせ＝観光交流課（☎内線
366）
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各種相談案内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

7月7日・14日・21日・28日、8月
4日の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。

7月12日（火）
午前10時～正午 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
※要予約。7月11日（月）午後3時までに新里支所市民生活課（☎74‐2384）で、先着順に受
け付けます。相談人数は７人です。
7月6日（水）、8月5日（金）
午後１時～３時

みどり市笠懸会場
（みどり市笠懸老人憩の家）

みどり市社会福祉協議会本所
（☎76‐4111）

※要予約。みどり市社会福祉協議会本所（☎76‐4111）で、先着順に受け付けます。

人権相談
（人権侵害や差別など
　に関する相談）

7月12日（火）・26日（火）
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

7月1日（金）、8月1日（月）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）

7月20日（水）
午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活に関する苦情
　や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

行政相談
（国などの仕事への要
　望・苦情）

7月12日（火）・26日（火）
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

7月1日（金）、8月1日（月）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）

7月20日（水）
午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

7月1日（金）・15日（金）、
8月5日（金）
午前9時～正午

市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

家庭児童相談
（家庭、児童、母子な
　どに関する相談）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 子育て支援課（市役所１階） 子育て支援課

（☎内線250・251）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

みどり市こども課
（笠懸庁舎）

みどり市こども課
（☎76‐0995）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎１８９「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

広
告

乳・幼児　健康診査など 問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）
　　　　　　黒保根保健センター（☎96‐2266）

場所 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

３歳児健康診査 8/ 2（火） 13:20 ～ 14:00 平成 25 年 1 月 28 日～ 2 月 19 日生まれ
１歳児かみかみ教室 8/ 9（火） 9:30 ～ 10:00 平成 27 年 8 月生まれ
７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

8/10（水） 13:20 ～ 13:45 平成 27 年 12 月11日～平成 28 年 1月15日生まれ

３か月児健康診査 8/17（水） 13:20 ～ 13:45 平成 28 年 4 月 6 日～ 5 月５日生まれ
育児相談 8/19（金） 13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

もぐもぐ離乳食 8/23（火） 　9:30 ～ 9:45 生後およそ 5、6 か月のお子さんと保護者
申し込みが必要で、参加費は 100 円です。

２歳児歯科健康診査 8/24（水） 13:20 ～ 14:00 平成 26 年 2 月生まれ
３歳児健康診査 8/26（金） 13:20 ～ 14:00 平成 25 年 2 月 20 日～ 3 月 12 日生まれ
１歳６か月児健康診査 8/30（火）13:20 ～ 14:00 平成 27 年 1 月 14 日～ 2 月 10 日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 8/  4（木） 13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者
１歳児かみかみ教室 8/18（木） 9:30 ～ 10:00 平成 27 年 7 月 1 日～ 9 月 30 日生まれ
３歳児健康診査 8/22（月）13:20 ～ 14:00 平成 25 年 1 月 28 日～ 4 月 30 日生まれ
７か月・３か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
7 か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

8/25（木）13:20 ～ 13:45
平成 28 年５月１日～５月 31 日生まれ（3 か月）
平成 28 年１月１日～１月 31日生まれ（7 か月）

黒保根町
保健センター 育児相談 8/29（月）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

桐生っ子パチリいい顔

子育て ナビゲーション

群馬こども救急相談

　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子供が急に具合が悪くなっ
たとき相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

ベルトランフロレス 優
ゆうた

逞ちゃん
１歳２か月

（広沢町間ノ島）

関
せきぐち

口　優
ゆ う き

希ちゃん
２歳１か月

（境野町一丁目）
いつもニコニコ笑顔の
ゆうちゃん♪毎日楽し
くたくさん遊んで、大
きく元気に育ってね☆

これからもあなたの最
高の笑顔をいっぱい見
せてね♡みんなの宝物
優逞くん！好きだよ♡

７
月
の
お
は
な
し
会

　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
①
７
月
９
日（
土
）②
７

月
21
日（
木
）③
７
月
23
日（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
、
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
７
月
９
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

期
日
＝
７
月
30
日
（
土
）
・
31
日

（
日
）

場
所
＝
千
葉
県
方
面
（
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
ほ
か
）

対
象
＝
①
市
内
に
居
住
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
と
子
②
母
と
子
の

会
の
会
員
で
あ
る
寡
婦

募
集
人
数
＝
45
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
大
人
及
び
中
学
生
以
上

１
万
６
０
０
０
円
、
４
歳
以
上

１
万
５
０
０
０
円
、
３
歳
以
下
は

無
料
※
会
員
は
会
員
割
引
あ
り

申
し
込
み
＝
７
月
１
日
（
金
）
か

ら
13
日
（
水
）
ま
で
の
間
に
申
込

書
を
桐
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
46
４
１
６
５
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
桐
生

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育
て
支

援
課
に
有
り
ま
す
。

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
発
達
が
気
掛
か
り
な
お
子
さ
ん

に
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
医
師
が
心
理
学

的
な
面
や
医
学
的
な
面
か
ら
の
相

談
判
定
や
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
８
月
10
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所
＝
み
ど
り
市
大
間
々
保
健
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
ど
も
発
達

相
談
室
（
保
健
福
祉
会
館
１
階
、

☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

　市内に居住する３歳まで（申し込み時）の桐生っ
子を募集しています。申込方法など詳しいことは、
市ホームページ又は情報政策課（☎内線506）へ。

平
成
28
年
度
母
と
子
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｑ１歳児です。最近歩けるよ
うになり、じっとしていませ
ん。みんなと遊んだり、絵本を
見たりするとよいのですが。
Ａ歩けることがうれしくて、
今は歩きたいのでしょう。色々
なことへ興味を持たせ、みん
なと一緒に遊べる楽しさを教
えてあげましょう。
　問い合わせは、子育て支援
課（☎内線251）へ。
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健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

子
宮
頸け
い

が
ん
個
別
検
診

　
問
診
、
視
診
、
内
診
、
細
胞
診

（
頸
部
）
を
次
の
登
録
保
険
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
な
お
、

集
団
検
診
を
受
け
た
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

　
受
診
の
際
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
各
種
検
診
受
診
券
と
キ
ノ
ピ

ー
券
対
象
の
人
は
キ
ノ
ピ
ー
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

安
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
45
０
７
９

４
）

く
り
は
ら
医
院（
☎
44
３
３
９
５
）

た
か
の
す
診
療
所
（
☎
65
９
２
２

９
）

高
橋
産
婦
人
科
医
院
（
☎
53
８
５

３
１
）

水
沼
診
療
所
（
☎
96
２
０
０
６
）

対
象
＝
20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
以
前
）

実
施
期
間
＝
７
月
１
日
（
金
）
～

12
月
28
日
（
水
）

費
用
＝
１
１
０
０
円
※
70
歳
以
上

の
人
、
キ
ノ
ピ
ー
券
を
お
持
ち
の

人
は
無
料
で
す
。
生
活
保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
も

無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
付
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課
、

新
里
・
黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー

が
ん
集
団
検
診

　
胃
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
各
種

検
診
受
診
券
を
持
参
し
、
直
接
会

場
へ
。
乳
が
ん
甲
状
腺
が
ん
検
診

は
健
康
づ
く
り
課
又
は
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
70
歳
以
上
の
人
、
キ
ノ
ピ
ー
券

対
象
の
人
は
無
料
で
す
。
生
活
保

護
世
帯
の
人
と
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
も
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、

受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
集
団
検
診
は
会
場
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
、
期
日
・
会
場
が
受
診

券
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他

の
期
日
・
会
場
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
５
月
下
旬
か

ら
６
月
上
旬
ま
で
に
送
付
し
た
通

知
「
日
程
と
受
け
方
」
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課
、

新
里
・
黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー

胃
が
ん
検
診

　
問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

（
バ
リ
ウ
ム
）
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
期
日

広
沢
公
民
館
／
７
月
12
日
（
火
）

相
生
公
民
館
／
７
月
14
日
（
木
）

境
野
公
民
館
／
７
月
19
日
（
火
）

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
10
時

対
象
＝
40
歳
以
上
の
人

費
用
＝
１
０
０
０
円

乳
が
ん
甲
状
腺
が
ん
検
診

　
問
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
、

視
触
診
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
期
日

黒
保
根
町
保
健
セ
ン
タ
ー
／
７
月

13
日
（
水
）

保
健
福
祉
会
館
／
７
月
21
日

（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時
※
診
察

は
午
後
１
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
＝
40
歳
以
上
で
前
年
度
未
受

診
の
女
性

費
用
＝
１
５
０
０
円

※
７
月
13
日
（
水
）
・
21
日

（
木
）
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
と

乳
が
ん
甲
状
腺
が
ん
検
診
の
両
方

を
受
診
で
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診

　
問
診
、
視
診
、
内
診
、
細
胞
診

（
頸
部
）
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
期
日

黒
保
根
町
保
健
セ
ン
タ
ー
／
７
月

13
日
（
水
）

保
健
福
祉
会
館
／
７
月
21
日

（
木
）

新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
／
７

月
22
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時
※
診
察

は
午
後
１
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
＝
20
歳
以
上
の
女
性

費
用
＝
１
１
０
０
円

高齢者や乳幼児は特に御注意を

　熱中症の発症者が急増する７月を「熱中症予防強化
月間」としています。熱中症にならないために急に暑
くなった日には、特に注意してください。また、室内
でも熱中症は発症します。高齢者や乳幼児は、熱中症
になりやすいので、特に注意してください。

こまめに水分を補給しましょう

　予防には、高温注意情報や、暑さ指数などの情報を

活用する、暑さを避ける、こまめに水分を補給する、
集団活動の場ではお互いに配慮し、こまめに休憩する
などの工夫をしましょう。

７月20日（水）から
市有施設に休憩所を設けます

　７月20日（水）から９月30日（金）まで（各施設
の休館日を除く）の間、次のとおり熱中症予防休憩所
を設けますので、是非、御利用ください。
場所＝市役所２階の市民サロン、総合福祉センター交
流コーナー、黒保根支所２階和室、新里総合センター
３階ホール、保健福祉会館３階の子育て支援センター、
各公民館、青年の家ロビー
※御利用について詳しいことは、各施設にお問い合わ
せください。
問い合わせ＝健康づくり課

熱中症を予防しましょう
　今年初の真夏日となった
５月23日には桐生市が全
国最高の34.2度を記録し
ました。今年の夏は例年以
上の暑さが予想されていま
す。

広報きりゅう平成28年７月号 22広報きりゅう平成28年７月号

健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501

期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

７・８月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

7月3日
（日）

内・小児科 須永医院（73‐5811） みどり市大間々町

内科 石川内科クリニック（47‐3014） 東五丁目

皮膚科 相生ひふ科医院（52‐7939） 相生町二丁目

10日
（日）

内・小児科 志鳥クリニック（76‐9998） みどり市笠懸町

内科 権守内科医院（43‐7757） 堤町三丁目

麻・内科 アイダ痛みのクリニック（30‐7077） みどり市大間々町

17日
（日）

内・小児科 武井内科医院（53‐6060） 広沢町一丁目

内科 さいとう内科クリニック（47‐7770）みどり市笠懸町

産婦・内科 たかのす診療所（65‐9229） 川内町二丁目

18日
（祝）

小児科 おのこどもクリニック（20‐7780） 新宿三丁目

内科 菅胃腸科･内科･小児科医院（72‐1240）みどり市大間々町

整形外科 石川整形外科医院（22‐8611） 天神町三丁目

24日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44‐3040）仲町二丁目

内科 小島内科医院（44‐8919） 新宿三丁目

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科　設楽医院（54‐1517） 相生町二丁目

31日
（日）

内・小児科 雨宮内科医院（44‐7753） 東二丁目

内・呼吸器科 さかいのクリニック（44‐8557） 境野町二丁目

整形外科 えだくに整形外科（20‐2250） 新里町山上

8月7日
（日）

内・児・循・消化器科 いずみ内科（20‐8080） 境野町六丁目

内科 桐生協立診療所（53‐3911） 相生町二丁目

内科 菊地医院（45‐2883） 琴平町

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397

期日＝日曜日、祝日
時間＝午前 10 時～午後 3 時
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
         赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は事前に御連絡ください

７・８月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

7月3日
（日）

さいとう整骨院（43‐8574）新宿一丁目
笠懸中央接骨院（76‐5914）みどり市笠懸町

10日
（日）

くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町
かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目

17日
（日）

ふえき接骨院（65‐5125） 川内町四丁目
深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

18日
（祝）

すわ接骨院（46‐0901） 永楽町
高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

24日
（日）

福間接骨院（44‐5100） 東七丁目
武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目

31日
（日）

野口接骨院（22‐0743） 宮前町二丁目
中通り接骨院（32‐6654）浜松町二丁目

8月7日
（日）

吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目
中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

な
ん
で
も
栄
養
相
談

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
栄
養

や
食
事
の
心
配
事
に
つ
い
て
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
7
月
11
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

け
ん
こ
う
塾

　
「
〝
素
肌
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
〟
加
齢
に
よ
る
皮
膚
の
変
化
と

病
気
」
と
題
し
て
、
医
師
が
お
話

を
し
ま
す
。
希
望
者
に
は
骨
密

度
・
体
脂
肪
測
定
を
し
ま
す
の
で
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
の

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
７
月
26
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
専
門
医
師
が
〝
こ
こ
ろ
〟
に
悩

み
の
あ
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
７
月
19
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

蚊
を
介
し
て
感
染
す
る

感
染
症
に
御
注
意
く
だ
さ
い

　
蚊
の
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な

っ
て
い
ま
す
。
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
は
、
主
に

蚊
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
植
木

鉢
の
皿
や
空
き
缶
な
ど
に
雨
水
が

た
ま
る
と
、
蚊
の
発
生
源
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
発
生
源
を
減
ら

す
と
と
も
に
、
虫
除
け
剤
の
利
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
を
含
む
中
南
米
は
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
地
域
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
渡
航
の
際
は
蚊
に

刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

23 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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固定資産税・都市計画税…第２期
人口と世帯

（５月31日現在）

人口 116,083人（－114人）

男 55,897人（ －40人）

女 60,186人（ －74人）

世帯 49,941世帯（＋22世帯）

( )内は前月比

今月の納税今月の表紙
　６月13日（月）、仕事を終えた桐生
市消防団新里方面団第３分団の団員
が新里野菜集出荷所に集まり、消防ポ
ンプ操法競技大会に向け練習を積ん
でいました。市内の消防団員は地域
の安全のため仕事の合間を縫って訓
練に励み、消防技術を磨いています。

か
か
あ
天
下

ぐ
ん
ま
の
絹
物
語 第３回

殖し
ょ
く
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う

産
興
業
を
支
え
た

最
先
端
の
撚
糸
工
場

　
明
治
時
代
の
日
本
に
と
っ
て
、

近
代
産
業
の
育
成
は
、
重
要
な
政

策
課
題
で
「
殖
産
興
業
」
を
旗
印

に
産
業
の
育
成
に
よ
る
近
代
化
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
政

府
は
、
西
欧
の
先
進
技
術
を
導
入

す
る
た
め
、
官
営
模
範
工
場
の
設

立
や
専
門
技
術
な
ど
を
持
っ
た
外

国
人
の
雇
用
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
し
た
。

　
生
糸
の
輸
出
が
重
要
な
施
策
で

あ
っ
た
こ
の
時
代
、
桐
生
に
フ
ラ

ン
ス
式
の
撚
糸
機
を
備
え
た
最
先

端
の
模
範
工
場
、
桐
生
撚
糸
合
資

会
社
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
模
範
工

場
が
設
立
さ
れ
た
の
は
全
国
で
６

か
所
の
み
で
し
た
。

　
こ
の
模
範
工
場
の
事
務
所
棟
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
が
現
在

の
絹
撚
記
念
館
で
す
。
大
正
６
年

に
建
築
さ
れ
、
洋
風
石
造
建
造
物

と
し
て
は
、
県
内
最
古
級
で
す
。

　
今
で
は
事
務
所
棟
と
そ
れ
に

附
属
す
る
蔵
が
残
る
の
み
で
す

が
、
こ
の
建
物
が
建
設
さ
れ
た
当

時
、
桐
生
撚
糸
合
資
会
社
は
、
約

１
万
４
３
１
５
坪
の
敷
地
に
、
の

こ
ぎ
り
屋
根
の
工
場
が
建
ち
並
ぶ

日
本
最
大
級
の
撚
糸
工
場
で
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
多
く
の
女
工
が
技

術
指
導
や
教
育
を
受
け
な
が
ら
働

き
、
日
本
の
近
代
産
業
の
発
展
を

支
え
ま
し
た
。

日本遺産とは
地域の歴史的魅力や
特色を通じて日本の
文化・伝統を語る物
語と、それを構成す
る文化財を「日本遺
産」として文化庁が
認定したものです。

絹撚記念館
場所＝巴町二丁目1382-13
見学＝午前９時～午後５時
月曜日（祝日の場合は翌日）、
祝日の翌日及び年末年始休館
料金＝高校生以上150円、中
学生以下50円※団体割引有り
駐車場＝有り
問い合わせ＝絹撚記念館（☎
44‐ 2399）

　絹撚記念館では、市内で発掘され
た縄文時代晩期の「大

おおがたろうとじょうすかしぼり

型漏斗状透彫
付
つきどせいみみかざり

土製耳飾」（重要文化財）のレプ
リカや海外に輸出された生糸など、
旧石器時代から近代までの桐生の郷
土資料を常設展示しています。また、
年３回程度、企画展を開催し、桐生
の歴史を様々な面から知ることがで
きます。

８月１日（月）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高の御確認をお願いします。

国民健康保険税…第 1 期

旧模範工場桐生撚
ね ん し

糸合資会社
事務所棟（絹

け ん ね ん

撚記念館）

常設展示や企画展示を
開催

広報きりゅう平成28年７月号 24


